
コバルト 60 ガンマ線照射装置 
 

1. 概要 

 この装置は、放射性同位元素60Co（コバルト-60）

を線源として用いるγ線照射装置です。線源は、通

常、地下に設置された鉛製の線源容器内に格納され

ていますが、使用時には遠隔操作で床上まで押し上

げられ照射室内にγ線が放射されます。最大強度

414 TBqの線源を設置することができ、このとき最

高で36 kGy/hの線量率での照射が可能となります。 

 試料が吸収するγ線の線量率は、試料を設置する

線源からの距離によって決まりますので、照射台上

（または照射室内の他の場所）に置く試料の位置と

照射時間によって試料が吸収する線量をコントロ

ールすることができます。照射室は30 m2程度の広

さがあり、様々な種類や大きさ、形の試料に対して

γ線の照射を行うことができます。また、液体窒素

などの寒剤を利用した低温照射や、温度調整装置や

攪拌装置など実験に必要な装置を個別に搬入して

行う照射など、各利用者の目的に応じた照射を行う

ことができます。 

 照射室に隣接した測定室には、電子スピン共鳴測定装置（ESR）が設置されており、測定

直後の試料に対して必要な測定を行うことができます。また、照射室と測定室の間には湾曲

した貫通孔があり、各種のケーブルを通すことで、実験データの収集や照射中の実験装置の

コントロールを行うことも可能です。 

 線源の遠隔操作を行う操作室と照射室の間には鉛ガラス製の窓が設けられており、試料の

様子を目で確認しながら照射を行うことができます。 

 この装置を利用して、物理学、化学、生物学、地学、工学、医学など幅広い分野における

研究が行われており、純粋なγ線の照射を行う実験設備として原子炉実験所の他の実験設備

を補完する役割を担っています。 

 

 

 



2. 特性 

最大放射能強度：414 TBq 

最高線量率：36 kGy/h 

照射台および照射室内の各位置における基準線量率マップ  

 



 

 詳細はコバルト 60 ガンマ線照射装置の Web ページ（http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/gamma/）を

参照してください。  

http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/gamma/


3. 条件 

 利用者は、目的の線量を得るためには、どの位置にどれだけの時間試料をセットする必要

があるか、予め計算する必要があります。照射台上又は照射室内の主要な位置における線量

率は、新線源を設置した直後に装置管理者が測定して基準線量率マップとして提供していま

す（前項に掲載）。この値に、時間経過にともなう線源放射能の減衰ファクターを乗算するこ

とによって必要な線量率を簡易的に求めることが可能です。線量率を厳密に定めたい場合は、

利用者自身が適当な線量計を利用して必要な位置における線量率を測定して下さい。 

 この装置では、照射位置をずらすことによって、同時に複数のユーザーが利用することが

可能です（これを相乗り照射と呼んでいます）。相乗り照射の際は以下の事項にご注意下さい。 

 他の利用者が「中断不可」で照射を行っている場合は、その間の試料の設置・取出しは

できません。 

 試料を設置する際は他の利用者の試料に影響が出ないよう充分配慮して下さい。（他の試

料を遮へいするような位置にラボジャッキやその他の試料台を置かない、など） 

 相乗り照射を終了する際は、現在継続中の照射を一度停止し、自分の試料を取り出した

後に再度照射を再開するという手続きが必要になります。この際、自分の試料を取り出

した段階で照射の再開を忘れてしまうと、他のユーザーの照射が行われないことになっ

てしまいますので、忘れずに照射を再開して下さい。 

 

4. 操作者 

 操作方法の教育を受けた上で、利用者自身で操作を行ってください。また、年度当初の利

用の際にはガンマ線照射装置スタッフから教育訓練を受講してください。 

 

 

5. 取扱方法 

 ガンマ線照射の手順と注意 

1. まず他の利用者が照射中でないことを確認してください。すでに照射中の場合でも、中

断および相乗り可であれば相乗り照射をすることができます。その場合、先に照射をし

ている人に利用してもよいか確認してください。 

2. 照射室入口扉上部の安全ランプが点灯していることを確

認し、操作キーで扉を開けてください。迷路入口の壁にあ

るインターロックボタン（OPERATOR IN）を押して中に

入ってください。 

  



3. 試料を照射室内に持ち込み、所定の位置にセットしてくだ

さい。恒温槽やジュワーを持ち込む場合は、照射中の破損

や爆発などが生じないように予め確認してください。また、

線源保護カバー（照射台中心部のステンレス製円筒）は絶

対に外さないでください。 

4. 照射室内の線源格納容器の SHUTTER 

LOCK を解除し、操作盤の SHUTTER 

LOCK のランプが消えることを確認して

ください。 

5. 迷路入口の壁にあるインターロックボタン（OPERATOR OUT）を押して、インターロ

ックを解除してください。 

6. 扉を閉めて操作キーを抜き、操作盤に差してください。 

7. タイマーを使用する場合は、照射時間をセットして ON を押してくだ

さい。 

8. 操作盤を見て、全てのインターロックが解除されていること（赤色の

ランプが点灯していない）を確認してください。 

9. 操作キーを ON に回し、SOURCE OPEN ボタンを押してく

ださい。この操作で照射が開始されます。このときの時刻

や積算記録計の値を実験記録に記入してください。 

10. タイマーを利用せず手動で照射を終了する場合は、SOURCE CLOSE ボタンを押し線源

を収納して下さい。このときの時刻や積算記録計の値を実験記録に記入してください。 

 

 照射が開始できない場合 

まずインターロックが解除されていることを確認してください。解除されているにも関わ

らず照射が開始できない場合は装置の故障等が考えられます。装置担当者に連絡してくだ

さい。 

 

6. 異常時の処置 

操作室内の掲示に従って対処、および担当者に連絡をしてください。 

 

  



7. 設置場所 

ガンマ線照射施設 

 

8. 提出書類 

 実験・出張計画書 

 コバルト 60 ガンマ線照射装置使用申請書 

 管理区域立入願 

詳細は共同利用掛の Web ページ（http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/JRS/）を参照してください。 

 

9. 装置担当者、連絡先 

装置責任者：茶竹俊行（内線 2435） 

装置担当者：齊藤毅（内線 2378）、阪本雅昭（内線 2348） 

 

10. その他（利用申請等について） 

 
詳細は共同利用掛およびコバルト 60 ガンマ線照射装置の Web ページを参照してください。 

コバルト 60ガンマ線照射装置 利用スケジュールの調整方法について 


